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｢大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ｼｽﾃﾑのﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ｣ ABSTRACT 

 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社は、人間社会の活動に必要なｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬを整備することが、その成り立ちから課せ

られた使命と理解しております。弊社は創立以来「ｴﾈﾙｷﾞｰと環境の調和」を一貫したﾃｰﾏとしており

ますので、ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境関連ﾋﾞｼﾞﾈｽを事例にして、弊社の経験や課題と解決策についてお話して、ｼ

ｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科の皆様への問題提起になればと思います。 

 

１． 

 

ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境分野のﾄﾚﾝﾄﾞ 

地球創生 46 億年を 1年間とする｢地球暦｣で考えますと、｢光合成するｼｱﾉﾊﾞｸﾃﾘｱ（藍藻類）｣が誕生

してから現在までの化石燃料生成期間 40億年は 8ヵ月に相当し、人類が化石燃料を本格的に消費し

始めたｲｷﾞﾘｽの産業革命から現在までの化石燃料消費期間は最後の 2秒に相当することはご案内の通

りです。悠久の時間をかけてできた高ｴﾈﾙｷﾞｰ密度の化石燃料を、人類は一瞬のうちに消費しようと

していること、地球の歴史の中で現代が化石燃料時代と呼ばれる時代であることは、常に忘れない

ようにしなければならないことであります。 

化石燃料の寿命も CO2 による地球温暖化も、未だ議論がありますが、大きな流れの中で、生物の環

境適応速度より速い、極めて高い化石燃料消費速度が問題であることは議論の余地はありません。 

 

従って、長期的展開として、ｴﾈﾙｷﾞｰ密度の高い重要な化石燃料の使用を抑え、ｸﾘｰﾝ、ｸﾞﾘｰﾝ燃料へｼﾌ

ﾄしていく流れは不変です。 

すなわち、石油や石炭を直接燃料として使用する‘Black Energy’から、よりｶｰﾎﾞﾝ負荷が低い天然

ｶﾞｽである‘Brown Energy’へ移行し、さらにその中の CO2 を分離回収した水素等の‘Clean 

Energy’、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ/自然ｴﾈﾙｷﾞｰを直接、間接的に用いる‘Green Energy’を目指した動きと

なります。 

 

２． 

 

大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ｼｽﾃﾑへの挑戦 

ｴﾈﾙｷﾞｰｼﾌﾄの中で、企業として長期的にどこを目指すか、また短期的にどのように展開するかについ

て考える必要があります。 

 

弊社は 1948 年創業当時の、石油精製・石油化学分野の設計・建設を行っている頃から、「ｴﾈﾙｷﾞｰと

環境の調和」を掲げ、排ガス処理、水処理の対応を行ってきました。 

現在、弊社の長期的展開としては「低炭素社会向ｲﾝﾌﾗｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ」を掲げています。ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞやｽ

ﾏｰﾄｼﾃｨと呼ばれている分散電源系統管理だけでなく、ｴﾈﾙｷﾞｰ資源とか大型工場などのｺｱとなる要素

も取り込んだより広いｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨをｲﾒｰｼﾞしています。電気や熱などのｴﾈﾙｷﾞｰ、ｶｰﾎﾞﾝ、環境保全、

食物、水やｹﾐｶﾙなどのﾕｰﾃｨﾘﾃｨ、さらには雇用創出までも意識したﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄを考えています。 

ｴﾘｱとしては、住宅地区だけでなく、商業地区、工業地区をﾎﾞｰﾀﾞｰﾚｽで捉え、より大きなｼｽﾃﾑ全体の

ﾏﾈｰｼﾞを出来るところがｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社の強みです。 

 

短期的展開としては、時々刻々変化する外部環境に対応して生じる様々な問題点に対応して、方針

を変更し、適切な対応策を考えねばなりませんが、現代のように複雑に変化する時代の対応策とし

ては、個別に扱うのではなく、より大きな規模のｼｽﾃﾑに展開していくことが重要と考えています。

弊社の短期的展開は、現在のｴﾈﾙｷﾞｰ・環境ｼﾌﾄの動きにリンクして、以下のように業容・業務拡大を

行い、より大きなﾋﾞｼﾞﾈｽに展開することを考えています。 

 



規模拡大展開 事例；ｶﾀｰﾙの世界最大天然ガス液化ﾌﾟﾗﾝﾄ 

地域拡大展開 事例；豪州 LNG ﾌﾟﾗﾝﾄ 

資産管理展開（ｱｾｯﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ）事例；千葉ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄの省ｴﾈ事業 

技術開発展開 事例；太陽熱発電 

技術統合展開 事例；低動力淡水化システム 

価値連鎖展開 事例；Liバリューチェーン、太陽光バリューチェーン 

事業創出展開 事例；水素事業 

 

弊社の大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ｼｽﾃﾑへの展開として、様々な業容拡大、業務拡大に挑戦していますが、

個々に様々な問題点があり、その対応策として試行錯誤を繰り返しているのが実態だと思います。 
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大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ｼｽﾃﾑの課題と解決策 

弊社の『業容拡大展開』の課題と解決策を纏めて見ますと、大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ｼｽﾃﾑをﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞする

為に、先手にｼﾅﾘｵを策定し、分割してﾘｽｸ分散させています。ただし、分割の対応策を講じた場合に

は、その分割したﾕﾆｯﾄ間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ強化が極めて重要となります。また、多数の情報、資機材、要

員を管理する武器として ITを駆使することが重要です。  

 

『業務拡大展開』の課題と解決策を纏めて見ますと、業務内容を変化させていく為、弊社の武器で

ある技術（設計手法、工法、ITなど含む）の研鑽・展開とその実証・実績が展開の軸になり、さら

に新規ﾋﾞｼﾞﾈｽ対応として、顧客調整、ｼﾅﾘｵ策定などが重要となってきます。  

 

しかしながら、大規模なｼｽﾃﾑのﾋﾞｼﾞﾈｽ展開を行う上では、未だ問題も多く、単にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｽｸをﾍｯｼﾞ

するのではなく、さらにﾘｽｸをﾌﾟﾛﾌｨｯﾄに変えるような高ﾚﾍﾞﾙの戦略、対応が重要となってきます。 

大規模ｼｽﾃﾑの問題点をどのようにﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞし、工学的にｼｽﾃﾏﾃｨｯｸに対応するかという学問は、未だ

確立されてなく、是非、皆様の知恵を借りながら、より確固たるものにしていければと期待致しま

す。 

 

 

以上 

 


